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【
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】
た
い
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味
】
タ
イ
ル
は
、
建
設
資
材
の

ひ
と
つ
で
、
壁
や
床
の
保
護
、
ま
た
は
装

飾
用
に
多
数
貼
り
付
け
る
板
状
の
も
の
。

建
築
で
は

一
般
的
に
は
陶
磁
器
製
の

も
の
を
指
す
こ
と
が
多
＜
、
吸
水
性
の
違

い
に
よ
り
、
屋
内
の
水
周
り
や
壁
、
床
用
、

屋
外
の
外
壁
、
床
用
な
ど
に
倉
け
て
い
る
。
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上
げ
に
は
流
行
が
あ
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が
、
外
装
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イ
ル
貼
り
の
建
築
物
は
、
他
の
外
壁
仕
上

げ
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比
べ
て
コ
ス
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が
か
か
る
半
面
、
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久
性
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優
れ
、
メ
ン
テ
す
ン
ス
も
比
較
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容
易
で
、
美
し
い
こ
と
か
ら
公
共
建
築
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や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
広
＜
使
わ
れ
て

い
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。
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ま
す
。
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＜
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